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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
インターネットの媒体上に掲載される
広告の種類、効果の出る手法を学
ぶ。　その企業の商品やイベントを視
聴者に宣伝し、ブランドイメージを高
め、購買意欲を促す広告制作を目的
とする。

Illustrater・Photoshop・Premiere pro・
筆記用具・クロッキー帳

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。各自広告主を決め、
インストリーム広告を考える。ブランド
イメージに合った広告の打ち出し方、
企画を元にその他Web広告への展
開の仕方などを学ぶ。ターゲット層へ
アピールするためのリサーチも行い、
より宣伝効果が得られる広告戦略を
考える。実際の仕事と同様、打ち合
わせや企画書提出など、実践力を身
に付ける。

【専門知識スキル】：情報収集・リ
サーチをし、企画制作をしプレゼン
力を身に付ける。ターゲットに合った
効果的な方法を学ぶ。【社会人基礎
力】：１．考え抜く力（・課題発見力　・
計画力　・想像力）　　２．前に踏み出
す力（・主体性　・働きかけ力　・実行
力）　３．チームで働く力（・発信力　・
傾聴力　・柔軟性　・状況判断力　・
規律性　・ストレスコントロール力）
Web広告の制作を通して、主体的に
行動し、各自に発信しながら、テーマ
の課題について問題点を見出す能
力を身につける。

【受講ルール等】：指定された日時場所へ必ず提
出とし、後日提出は不可。（指定された日に提出が
不可能な場合は、理由を講師に報告の上、提出日
以前に提出すること。）企画書及び作品は必要に
応じその枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)して
提出すること。　【評価の観点】：提出された課題の
出来。・ラフスケッチの段階で十分なアドバイスを
受けているか。時間をかけ、丁寧に制作されている
か。制作物を上手くプレゼンテーション出来ている
か。　【評価項目（評価の方法）】：出席状況、授業
態度、提出された作品によって総合的に判断す
る。  プレゼンテーションも評価の対象とする。但
し、出席率が８０％に満たない場合、課題提出が１
作品でも欠けている場合は単位を認めない。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 科目の狙い、到達レベル、講義計画
等の説明オリエンテーション：この授
業の目的と意味を伝える。

多くあるweb広告の仕組み、種類に
ついて学ぶ。サンプルを参照にし
個々に売り出したい商品・店・ブラン
ド等、広告主の決定。

授業の目的を理解し、広告媒体の一
連の流れを考え計画を練る。

主体性、実行力、課題発見力、創造
力

＜授業運営方法＞資料でweb広告について講義
後、パソコンとスマホでweb広告をリサーチ。　＜学
生持参物＞パソコン・筆記用具・クロッキー帳　＜
学校準備物＞プロジェクター

2 広告主の決定、広告の企画アイデ
ア。

web広告をリサーチし、広告主を決定
する。決定した広告主の情報収集・
ターゲット・競合の情報収集。

web広告を観覧し動画の秒数の感覚
をつかむ。

主体性、実行力、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、規律性

＜授業運営方法＞各自決定した広告主の現在過
去の広告をリサーチ＜学生持参物＞パソコン・筆
記用具・クロッキー帳

広告主決定講師
チェック

3 インストリーム広告のアイディアラフ案
出し。

インストリーム広告の重要性を考えな
がらアイディアを出す。目的、ター
ゲットを明確にし、アイディアを考えま
とめる→確認→ブラッシュアップす
る。

ターゲットを明確にし、目的を達成す
るためのアイデアを考える。

主体性、実行力、課題発見力、創造
力、発信力、傾聴力、規律性

＜授業運営方法＞大まかな流れのアイデアをいく
つか出す。　＜学生持参物＞パソコン・筆記用具・
クロッキー帳

アイデアラフ
チェック

4 インストリーム広告のアイディアラフ案
出し、絵コンテ制作。

チェックを終えたアイデアで30秒を基
準に絵コンテを制作。秒単位で細か
く記載する。

オフライン広告と違いスキップも可能
なインストリーム広告で最初のインパ
クトで興味を持たせ認知度を上げら
れる事が出来るかを考える。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力

＜授業運営方法＞チェックを受けたアイデアを絵
コンテに落とし込んでいく。＜学生持参物＞パソコ
ン・筆記用具・クロッキー帳

5 インストリーム広告のアイディアラフ案
出し、絵コンテ制作。

〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性

＜授業運営方法＞絵コンテを進める。＜学生持参
物＞パソコン・筆記用具・クロッキー帳

絵コンテチェック

6 インストリーム広告制作。 絵コンテを元に制作を進める。撮影
が必要であれば教室以外での作業
可。

絵コンテに忠実に制作するよう心が
ける。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力

＜授業運営方法＞Premiere proを使い絵コンテを
元に制作を進める。　＜学生持参物＞パソコン・筆
記用具・クロッキー帳

7 〃 〃 〃 〃 〃

8 〃 〃 〃 〃 〃
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9 〃 〃 〃 〃 〃

10 〃 〃 〃 〃 〃 インストリーム広
告完成

11 純広告・アフリエイト広告のアイデア
出し

インストリーム広告に伴った純広告・
アフリエイト広告のアイデア出し。

インストリーム広告との関連性を見な
がら、各媒体の特徴を捉え展開させ
たアイデアを練る。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性

＜授業運営方法＞純広告・ネイティブ広告をリ
サーチしアイデアを練る。＜学生持参物＞パソコ
ン・筆記用具・クロッキー帳

アイデアラフ
チェック

12 純広告・アフリエイト広告制作 アイデアラフを元に制作を進める。 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力

＜授業運営方法＞Illustrater・Photoshopを使い制
作を進める。　＜学生持参物＞パソコン・筆記用
具・クロッキー帳

13 〃 〃 〃 〃 純広告・ネイティ
ブ広告完成

14 最終確認／企画書制作 すべての媒体のバランスを確認し、
統一感のある一連の作品としての仕
上がりをチェック・企画書の制作。

企画媒体の一連の制作物のバランス
がとれているか、全体のイメージがデ
ザインで表現されているかを確認

＜授業運営方法＞Illustraterで企画書を制作。＜
学生持参物＞パソコン・筆記用具・クロッキー帳

15 プレゼンテーション 自分の考えをまとめてきちんとクライ
アントに伝えれるか。クライアントが喜
ぶ提案が出来るか。各自の作品につ
いて話すことを順序立てて発表でき
るようにする。プレゼンテーション力を
身につける。

＜学生持参物＞パソコン・筆記用具・クロッキー帳
＜学校準備物＞パソコン室・レーザーポインター

企画書（データ
及び紙面）／イ
ンストリーム広
告・純広告・ネイ
ティブ広告

2 / 2 ページ



25年度_前期_TSD_ビジュアルデザイン_3年_ゼミ（ビジュアルコミュニケーション）Ⅱ_馬場・加藤.xlsx

科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
前半では、産学共同授業を通して、
デザイナーとして提案できること、企
画力を養う。企業が成し得るコミュニ
ケーション活動を理解すると共に表
現技術の向上を図ることを目的とす
る。松風屋のバレンタインチョコレート
の来年のトレンドをマーケティングリ
サーチし、分析結果から動向を先読
みし商品展開させ、店頭販売しても
らうことを目的とする。
後半では、テーマがありながらも、現
状の改善と販売促進、集客を目的と
した自由な表現を追求する。2年生で
培った基礎力をベースとし、より完成
度の高い最終形態・企画提案を期待
する。

筆記用具、Mac、スケッチブック、色
鉛筆ほか各自必要な着彩画材

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。足を使ったリサーチ・
経験を意識し、フィニッシュワークま
での制作過程に重点を置く。デザイ
ンすることは消費者あってのものであ
り、自分が「好きなデザイン」と「売れ
るデザイン」の違いを知る。クライアン
トの持つイメージを損なうこと無くバラ
ンスよくデザインし、沢山のバリエー
ションの中からクライアントが求めるも
のを見つけ出し形にする。松風屋の
チョコレートパッケージに関しては、
企業リサーチと市場調査をしっかりし
た後、来年のバレンタインに向けた
商品パッケージを企画制作する。

【専門知識スキル】：さまざまな要素を
バランスよく取捨選択して、クライアン
トに理解される制作者としての特徴
の土台を形成することが目標。、クラ
イアントの求めるものを効率よくリ
サーチし、デザインしたものをプレゼ
ンテーションすることによって自分の
作品を客観的に評価される機会を作
り、提供できる機会を作ることが目
標。　【社会人基礎力】クライアントと
の対応に必要な主体性、傾聴力を基
礎としながら、課題進行の中で創造
力、発進力、実行力、計画力を育
て、他者の作品と自分の作品の振り
返りの中から、スキルアップのための
課題発見力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管する。
課題の提出は期日提出を必須とし、やむを得ない
理由によって提出不可能な場合は、事前に提出
することを心がける。　【評価の観点】：成果のクオリ
ティはもちろんであるが、コンセプトにあたる制作意
図、そのコンセプトを踏まえたデザイン制作のプロ
セス、それらを伝えるプレゼンテーションも同等の
評価対象とする。【評価項目（評価の方法）】：成果
物のクオリティ－30%、コンセプト設定－30%、制作
プロセス－20%、プレゼンテーション－20%。なお、
欠席・遅刻・早退はその回数に応じて減点をおこ
なう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 【課題１】産学協同の新商品パッケー
ジを課題として企画・提案する。

松風屋様によるレクチャー。スケ
ジュール確認、課題のリサーチ。

（１）クライアントの要望に沿った企画
とデザイン提案ができる。（２））印刷
物におけるIllustrator、Photoshopの
ルールに沿ったデータ作り。

主体性、実行力、計画力、創造力、
発信力、傾聴力、規律性、情況把握
力

【授業運営方法】課題説明と既存商品、企業の方
向性を理解したうえでレクチャーを受け、リサーチ
する。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac

校外学習（施設
見学）

2 〃 〃 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】実務作業作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

3 〃 原寸大モノクロチェック、展開図デー
タ、必要な素材の確認。

〃 〃 【授業運営方法】原寸大サンプル制作。【持参物】
筆記用具、スケッチブック、Mac

4 〃 カラーサンプルチェック。 〃 〃 【授業運営方法】各自の方向性をまとめ、次回の中
間プレゼンで伝えられるコンセプト作り。【持参物】
筆記用具、スケッチブック、Mac

5 〃プレゼンデータ制作 企画書確認作業。サンプルチェック。 〃 〃 【授業運営方法】各自企画書確認。【持参物】筆記
用具、スケッチブック、Mac

6 〃 最終修正及びプレゼンテーション用
データ制作と企画書制作

プレゼンテーションのための適正な
データ作りができる。

〃 【授業運営方法】各自修正確認。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

7 最終プレゼンテーション 企業への最終プレゼンテーション 個々の企画を魅力的に紹介するプレ
ゼンテーションを目指す。

〃 【授業運営方法】最終プレゼンテーション。【持参
物】筆記用具、スケッチブック、Mac
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8 【課題2】オリジナル企画とサンプル
制作。

課題のレクチャー、スケジュールの確
認。

〃 主体性、実行力、計画力、創造力、
発信力、傾聴力、規律性、情況把握
力

【授業運営方法】課題」説明。【持参物】筆記用具、
スケッチブック、Mac

9 〃 〃 〃 実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】テーマのリサーチ。コンセプトの
確認。【持参物】筆記用具、スケッチブック、Mac、
各自必要な着彩画材。

10 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】企画書制作。 課題提出

11 中間プレゼンテーション。 中間チェック。各自コンセプトと企画
内容の確認。

実在する店舗の各コンセプトを理解
する。

〃 【授業運営方法】企画書確認。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac

12 〃 完成に向けての必要な行程と必素材
の確認。

設定したターゲットに向けた企画・提
案ができる。

〃 【授業運営方法】原画のスキャン、補正作業。必要
な文字情報の入力。【持参物】筆記用具、スケッチ
ブック、Mac

13 〃 サンプル制作、プレゼンテーション
データ作成。

プレゼンテーションのための適正な
データ作りができる。

〃 【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材

14 〃 〃 〃 〃 【授業運営方法】デザイン作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、Mac、各自必要な着彩画材

15 【課題2】最終プレゼンテーション プレゼンテーションと振り返り。ポート
フォリオ作業。

個々の企画を魅力的に紹介するプレ
ゼンテーションを目指す。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】閲覧と振り返りコメント。最終プレ
ゼンテーション。【持参物】筆記用具、スケッチブッ
ク、Mac

課題提出
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
【月曜午前（石澤）金曜午後（加藤）
前半7週】
産学協同授業での制作を通して、企
業が成し得るコミュニケーション活動
を理解すると共に表現技術の向上を
図ることを目的とする。松風屋のバレ
ンタインチョコレートの来年のトレンド
をマーケティングリサーチし、分析結
果から動向を先読みし商品展開さ
せ、店頭販売してもらうことを目的と
する。「売れる商品とは何か」を決定
し、企業デザイナーとの数回の打ち
合わせ及びプレゼンテーションを経
て作品をブラッシュアップさせ商品化
させることを目的とする。

【月曜午前（石澤）金曜午後（加藤）
前半7週】テキストなし。資料に関して
は、必要に応じプリント又はPDFにて
配布。資料配布時にコンペティション
等のURLも告知。

【月曜午前（石澤）金曜午後（加藤）前半7
週】《実務経験のある教員による授業科目》
デザイン業界での勤務経験のある教員が担
当。企業と連携して授業を進めることにより、
より実際のデザインの流れや製品化に対し
ての企画・デザインの練り方を学び習得す
る。デザインすることは消費者あってのもの
であり、自分が「好きなデザイン」と「売れる
デザイン」の違いを知る。現状における流行
を上手く取り入れ、クライアントの持つイメー
ジを損なうこと無くバランスよくデザインし、
沢山のバリエーションの中からクライアントが
求めるものを見つけ出し形にする。パッケー
ジに関しては、企業リサーチと市場調査を
しっかりした後、テーマに向けた商品パッ
ケージを企画制作する。

【月曜午前（石澤）金曜午後（加藤）前半7
週】【専門知識スキル】さまざまな要素をバラ
ンスよく取捨選択して、クライアントに理解さ
れる制作者としての特徴の土台を形成する
ことが目標。、クライアントの求めるものを効
率よくリサーチし、デザインしたものをプレゼ
ンテーションすることによって自分の作品を
客観的に評価される機会を作り、提供できる
機会を作ることが目標。　【社会人基礎力】計
画力、傾聴力、柔軟性、状況判断力

【月曜午前（石澤）金曜午後（加藤）前半7週】【受講ルール等】指定された日時
に指定された場所へ必ず提出とし、後日提出は受け取らない。（指定された日
に提出が不可能な場合は、理由を講師に報告の上、事前に提出。）企画書及
び作品は必要に応じその枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)して提出。　【評
価の観点'提出された課題の出来。　(1)目的からずれてひとりよがりになってい
ないか？　(2)十分なクライアント（企業）リサーチが出来ているか？　(3)ラフス
ケッチの段階で十分なアドバイスを受けているか？　(4)時間をかけ、丁寧に制
作されているか？　(5)制作物を上手くプレゼンテーション出来ているか？【その
他】特になし。　【評価項目（評価の方法）】出席、授業態度、作品により総合的
に判断。クライアントに対しプレゼンテーションが必要な場合は、プレゼンテー
ションも評価の対象とする。但し、出席率が８０％に満たない場合、課題提出が
１作品でも欠けている場合は単位を認めない。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1+G
5B7
A4:
H5A
4:J5
A4:S
5A4:

【月曜午前（石澤）】１．科目の狙い、
２．到達レベル、３．講義計画等の説
明（30分）●課題説明

●課題内容説明【松風屋オリンポス
シリーズバレンタイン用チョコレート
パッケージ】

授業の目的を理解し、課題内容を把握す
る。十分な企業・市場リサーチができている
か？・クライアントが求めている物をうまく作
品に取り込めているか？

主体性、働きかけ力、傾聴力、課題発見力 ＜学生持参物＞・筆記用具・色鉛筆・自分の必要な画材・クロッキー帳・記憶媒
体・必要時応じてデジカメ・自分の集めてきた資料など＜学校準備物＞実習室

2 【月曜午前（石澤）イメージラフ・簡易
企画書制作

●イメージラフ・簡易企画書制作
（A4）●各自のコンセプトに沿って企
画の決定。シリーズ名の選択、オリジ
ナルの方向性に基づきイメージビ
ジュアルの収集。

リサーチを活かしたコンセプト制作をする。 主体性、働きかけ力、創造力 〃 イメージラフと簡
易企画書提出

3 【月曜午前（石澤）】モノクロラフスケッ
チ制作

サムネイルを得てラフスケッチ制作を
する。ラフはモノクロ原寸で印刷のの
ち組み立ててみる。

アイデアがどのくらい出るか。その中から良
いものを厳選してラフに落とし込む。

〃 〃

4 【月曜午前（石澤）】モノクロラフスケッ
チチェック

〃 独りよがりになっていないか？ 主体性、働きかけ力、傾聴力、課題発見力 〃

5 【月曜午前（石澤）】モノクロ修正およ
び立体に

チェック時に貰ったアドバイスに従い
修正。その後モノクロ原寸で立体に
する。（コピー用紙）

貰ったアドバイスをどう活かすか？どう組み
立てるかの演習。

主体性、働きかけ力、創造力、計画力 〃

6 【月曜午前（石澤）】カラー原寸立体
制作

モノクロでOK持った人からカラーで
立体制作。

〃 〃 〃

7 【月曜午前（石澤）】カラーコピー用紙
でOKだった人はケント紙に印刷して
組み立て。

グループ内でのチェック。 デザインとパッケージの形状があっている
か？

〃 〃

8 【月曜午前（石澤）】修正後、再度二
分の一パッケージで制作、石澤の
チェックを受ける事。

二分の一パッケージチェック クライアント（石澤）上手く制作意図を伝えら
れているか？

主体性、働きかけ力、傾聴力、課題発見力 〃

9 【月曜午前（石澤）】原寸データ完成
に向けて制作

原寸に向けての修正。 最終プレゼンに向けてのデザイン修正。 主体性、働きかけ力、創造力、計画力 〃
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10 【月曜午前（石澤）】コピー紙による原
寸チェック（グループ内）

〃 〃 〃 〃

11 【月曜午前（石澤）】ケント紙による
パッケージ印刷。

〃 〃 〃 〃

12 【月曜午前（石澤）】企画書及びプレ
ゼンデータ制作

プレゼンテーション用データ制作と企
画書制作

プレゼンテーションへ向けての準備 主体性、働きかけ力、傾聴力、課題発見力 〃 制作物、企画
書、プレゼン要
データ

13 【月曜午前（石澤）】プレゼンテーショ
ン（松風屋来校）

プレゼンテーション クライアントに向けたプレゼンテーションでう
まく思いを伝えられるか。

傾聴力、発信力 〃 企画書2部。原
寸パッケージ。

14 【月曜午前（石澤）】〃 〃 〃 〃 〃

15 【月曜午前（石澤）ららぽーとポスター
と中づり広告

テーマ：「出会いに、会いに。」2025
年春に三河地区で3つ目の店舗がで
きる。（安城）オープン告知広告

オープン告知を誰に向けてどのように発信
して行くかを考え考察することが目的。

主体性、働きかけ力、傾聴力、課題発見力 ＜学生持参物＞・筆記用具・色鉛筆・自分の必要な画材・クロッキー帳・記憶媒
体・必要時応じてデジカメ・自分の集めてきた資料など＜学校準備物＞実習室

16 【月曜午前（石澤）】リサーチ及び企
画（ノベルティ含む）

ららぽーと自体を調べる事、地域性
やその利便性を考慮して企画を立て
て行く。

〃 〃 〃

17 【月曜午前（石澤）】サムネイル制作 リサーチし、立てた企画をビジュアル
に落とし込む。

分かりやすく伝える事が出来ているか、また
ららぽーとのイメージをきちんと出せている
事が目的。

〃 〃 簡易企画書提出
A4

18 【月曜午前（石澤）】〃 〃 ポスターにはポスターの、中吊りには中吊り
のデザインがある事に注意。ノベルティをど
うするか？

〃 〃

19 【月曜午前（石澤）】ラフスケッチ制作 ３案出したもののうち１案を選んで決
定する。（ノベルティも決定）ポスター
B5サイズ、中吊りB6サイズで制作。ノ
ベルティはサンプル必要。

主体性、働きかけ力、創造力、計画力 〃

20 【月曜午前（石澤）】〃 ラフ通りに作る事を念頭に置いて作
業する。
OK貰った人からっパソコンで制作す
る。文字詰め重視。ボックスを使わな
い。

〃 〃 〃

21 【月曜午前（石澤）】パソコンで制作 〃 〃 〃 〃

22 【月曜午前（石澤）】〃 〃 〃 〃 〃

23 【月曜午前（石澤）】〃 各々チェックに来ること。 〃 〃 〃 パソコン上では
なく、印刷して
チェックに来るこ
と。
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24 【月曜午前（石澤）】〃 〃 〃 〃 〃

25 【月曜午前（石澤）】中間チェック ポスター（B2）、中づり（B3）の原寸
チェック、ノベルティ原寸、企画書

イメージ通りに仕上がっているか？ 〃 〃 ポスター、中吊
り、ノベルティ、
企画書提出

26 【月曜午前（石澤）】 〃 〃 〃 〃

27 【月曜午前（石澤）】修正及びプレゼ
ン用データ制作

〃 〃 主体性、働きかけ力、柔軟性 〃 プレゼン用デー
タ提出

28 【月曜午前（石澤）】修正及びプレゼ
ン用データ制作提出

〃 〃 〃 〃

29 【月曜午前（石澤）】プレゼンテーショ
ン

傾聴力、発信力 〃

30 【月曜午前（石澤）】〃 〃 〃
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
WEBデザインに最低限必要な
HTML/CSSのコーディングの知識を
得ることと、WEBサイトの企画からデ
ザインの設計、またコンテンツの組み
立て方や全体の構造などを学びなが
ら実際のサイト制作するための知識
を養う。SNS運用やECサイト設計手
法など現在必要な知識を幅広く習得
する。

適宜必要な資料はクラウドにて配
布。また、復習用に映像媒体やテキ
スト媒体などで配布予定。

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。簡単なコーディング
技術を習得しながらSNSやECサイト
含むWEBサイト全般の知識と、それ
を元にしたクライアントへの企画力、
提案力を学ぶ。

【1】Wｅｂデザインに最低限必要な
HTML/CSSの習得。 【2】クライアント
の要望に応じたWEBデザインを設計
する能力【3】WEBサイトの企画から
制作、運用までの幅広い知識の習
得 【4】クライアントへの企画提案力
を養う

【受講ルール等】：対話とコミュニケーションを通じ
て学ぶ環境を自分達で作ること【評価の観点】：授
業への姿勢と成果物、最終のプレゼンテーション
によって評価【その他】：適宜グループワークも予
定【評価項目（評価の方法）】：最終課題、プレゼ
ンテーション80%、授業態度20%（欠席・遅刻・早退
はその回数に応じて減点をおこなう。）

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 科目全体の流れの説明

WEBサイトの概要
科目全体の流れの説明
WEBサイトとはどのようなものかの説
明と基礎的な知識を学ぶ

WEBサイト全体の仕組みの概要を理
解する

傾聴力　主体性 講義

2 WEBデザイン基礎 WEBサイトをデザインする際の注意
点をサイト構成など設計の基本と共
に学習。

サイトの構成を理解する。
デザインの組み立てを理解する。

傾聴力　主体性　対話力 講義　グループワーク

3 WEBデザイン作成 与えられたテーマを元にWEBデザイ
ンの設計を行う。
この際基本的なディレクトリ構造を理
解しながらトップページを組み立て
る。

ディレクトリ構造を理解しながら使い
やすいWEBサイトの設計ができる能
力を習得する。

主体性　創造力 講義　制作

4 デザインに対するフィードバックを行
い、修正、調整を経てデザイン案を
ブラッシュアップする

デザインに対するグループでの
フィードバックに対して修正できる能
力を養う。

傾聴力　主体性　課題発見力 制作　グループワーク

5 HTML/CSSの基礎知識 制作したデザインを元にHTML/CSS
の基礎知識を学ぶ

HTML/CSSの基礎知識を習得する 傾聴力　主体性 講義　制作

6 〃 〃 〃 制作

7 〃 〃 〃 〃
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8 〃 〃 〃 〃

9 WEBサイトの企画立案 コンセプト、構造に基づいたサイトの
企画を考え、最初にデザインしたサイ
トをリデザインする。

今後の提案資料に関する資料作成
の能力とコンセプトの立ち上げからデ
ザインを修正できる能力を養う

主体性　創造力　課題発見力　表現
力

講義　制作　グループワーク

10 WEBサイト制作 HTML/CSS制作
※質問や他者とのコミュニケーショ
ン、またプログラムの問題点を解決し
ながら制作を進める

HTML/CSSのルールを遵守しながら
自信がデザインしたサイトを設計す
る。
課題解決力を養う。

計画力　実行力　創造力　課題解決
力

制作

11 〃 〃 〃 〃

12 〃 〃 〃 〃

13 〃 〃 〃 〃

14 企画プレゼン資料まとめ 最終のプレゼンテーション用資料を
まとめる

制作したサイトの意味と意図などを論
理的に伝えるための資料を作成する
能力を養う。

主体性 講義　制作　グループワーク

15 プレゼンテーション プレゼンテーション 各々の制作物に関するプレゼンテー
ションを行う

傾聴力　主体性　対話力 プレゼンテーション
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1

ビジュアルブックの新規性・先
進性な作品に取り組み、完成
度の高い作品づくりを目的と
する。新しい発想と制作物で
学生らしさを残しつつもプロと
変わらぬハイレベルの作品を
発表し、目に留めて貰える様
な作品を生み出すことを最終
目的とする。また、卒業制作
へのアプローも兼ねる。

配布：参考資料となるデザイ
ン及び資料に関しては、必要
に応じプリント又はPDFにて
配布。

《実務経験のある教員による授
業科目》デザイン業界での勤務
経験のある教員が担当。1．現代
のビジュアルデザインの重要性。
ビジュアルデザインとは？！　目
を引くビジュアルデザインと
は？！　記憶に強く残るビジュア
ルテクニックを学びます。　例）
ニューヨークを代表するビジュア
ル・マガジンのひとつ、
『VISIONAIRE (ヴィジョネア)』で
学ぶ。ファッションとアートの融合
という当時はまだめずらしかった
アイデアと、他の追随を許さない
オリジナリティで、またたく間に世
界のファッション業界のみなら
ず、クリエイティブ業界全体から
注目を集める存在になった。コレ
クターズ・マガジンとしても知られ
る。企画力と構成力、アイディ
ア、ヒントを学ぶ。

【到達目標】ビジュアルマガジンから
学ぶ、プロセスとコミュニケーションデ
ザインの習得：課題を発見し解決す
るための企画書のまとめ方からデザ
インプランまでを習得する。また、総
合的なデザイン表現（企画からデザ
イン）の組み立てから見せ方までを習
得することを目標とします。【専門知
識スキル】今までに無い、新規制、先
進性な構成から企画までトータルに
デザインを習得。→デザイン社会で
役にたつ。【社会人基礎力】：１．考え
抜く力（・課題発見力　・計画力　・想
像力）　　２．前に踏み出す力（・主体
性　・働きかけ力　・実行力）　３．総
合力（・発信力　・傾聴力　・柔軟性
・状況判断力　・規律性　・ストレスコ
ントロール力）

【受講ルール等】：。・指定された場所へ
必ず提出、後日提出は受け取らない。
（指定された日に提出が不可能な場合
は、理由を講師に報告の上、提出日以
前に提出。）企画書及び作品は必要に
応じその枚数（部数）を出力（CD-ROM
含む)して提出。　【評価の観点】：'出席
状況、授業態度、提出された作品によっ
て総合的に判断する。但し、出席率が８
０％に満たない場合、課題提出がされて
いない場合は単位を認めない。　【評価
項目（評価の方法）】：企画、アイディア－
20%、　クリエイティブ－40%、　授業に対
する姿勢－２0%、個－10%、その他－
10%。　なお、欠席・遅刻・早退はその回
数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 ＜オリエンテーション＞ニュー
ヨークを代表するビジュアル・
マガジン『VISIONAIRE (ヴィ
ジョネア)』で学ぶアイデアと、
他の追随を許さないオリジナ
リティ・＜新規性・先進性＞＜
観察記述＞

アイデアと、他の追随を許さ
ないオリジナリティとは。新規
企画を計画。ブレインストーミ
ングを行い、挑戦してみたい
テーマやテクノロジー、フォー
マットを話し合い、個人の制
作に入っていく。

オリジナリティ、美しいデザイ
ンの習得

ブレインストーミングを行うこ
とで、信頼関係を築く

【授業運営方法】：ブレインストーミング
１．決められた表現方法ではなく、自由
な発想でオリジナリティーを求める。２．
表現は自由。【個人が用意するもの】・ビ
ジュアルブックを理解して課題に入る。こ
の課題専用のノートとクリアファイル（A4
サイズ）筆記用具【学校が用意するも
の】・B紙＋付箋紙

2 〃 〃 〃 〃 〃
3 ＜テーマ、コンテンツ＞ チームと話をする。デザイン

の会話をしたり、ギャラリーや
映画の試写会に行ったり、新
しい人たちに会ったり、新しい
テクノロジーの展覧会に行っ
たりする。スポンジのように柔
軟に吸収することで新たな企
画アイデアを考える。

主題：道筋を整理する 〃 〃

4 主題：見える化をする ・計画力　・企画力 〃

1 / 2 ページ
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5 ＜タイプフェイスやデザイン
＞・未来イメージを描く。・アイ
デアの抽出とデザインを考え
る

・可視化・提案：アイデアを出
す。アイデアは、「質」より
「量」を意識してくアウトプット
する。

主題：見える化をする・アイデ
アラフを描く

・創造力 〃

6 〃 〃 〃 〃 〃
7 ＜企画発表＞ ＜プレゼンテーション＞・企

画、のラフデザインを発表す
る

主題：見える化をする ・発信力 〃

8 ＜モデル化＞・アイデアの抽
出とモデル化（見える化）。

＜デザインワーク＞・プロトタ
イプ制作

〃 ・創造力 〃

9 ＜モデル化＞・アイデアの抽
出とモデル化（見える化）。

＜デザインワーク＞・プロトタ
イプ制作

〃 ・創造力 〃

10 〃 〃 〃 〃 〃
11 〃 〃 〃 〃 〃
12 〃 〃 〃 〃 〃
13 ＜検証＞ ＜デザインワーク＞・プロトタ

イプ確認
〃 〃 〃

14 〃 〃 〃 〃 〃
15 ＜発表＞ ＜プレゼンテーション＞・ビ

ジュアルブックデザインを発
表する

〃 ・発信力 【授業運営方法】：プロジェクターを使用
したプレゼンテーション【学校が用意する
もの】プロジェクター

企画書（A3
横）の提出、
現物（デザイ
ンされたも
の）

2 / 2 ページ
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
イラストレーションとは何か、広告に
おける「絵」の部分の役割と、平面か
ら立体まで、様々な作風を再認識す
る。オリジナリティとその必要性を理
解し、コンピュータを含むそれぞれの
画材の特性を理解・習得する。制約
の中で伝えたい表現を一定のスピー
ドで進行出来る技術を養う。手描きの
手法を中心とした、ビジュアルデザイ
ンにおけるイラストレーションテクニッ
クを習得し、ターゲットやニーズに
沿った広告物を制作する。

Mac、鉛筆、アクリル絵の具一式、色
鉛筆、クロッキー帳、ケントブロック、
筆記用具、課題毎に必要な着彩画
材

《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。広告におけるイラスト
レーションの役割と魅力を理解し、画
力（形、立体感、着色）の応用力と上
達を目指す。オリジナリティを意識し
つつ、個々の得意な素材や描き方を
見つける。イラストレーションで惹きつ
ける広告を制作する。

【専門知識スキル】：オリジナルのイラ
ストレーションと文字を構成し、インパ
クトのある広告を制作する。制約の中
でオリジナリティを意識した、イラスト
レーションの技術を習得する。【社会
人基礎力】クライアントとの対応に必
要な主体性、傾聴力を基礎としなが
ら、課題進行の中で創造力、発進
力、実行力、計画力を育て、他社の
作品と自分の作品の振り返りの中か
ら、スキルアップのための課題発見
力を意識させる。

【受講ルール等】：資料配布は必ず各自保管す
る。　課題の提出は期日提出を必須とし、やむを
得ない理由によって提出不可能な場合は、事前
に提出することを心がける。　【評価の観点】：成果
のクオリティはもちろんであるが、コンセプトにあた
る制作意図、制作のプロセス、それらを伝えるプレ
ゼンテーションも同等の評価対象とする。　　【評価
項目（評価の方法）】：成果物のクオリティ－30%、コ
ンセプト設定－30%、制作プロセス－20%、プレゼン
テーション－20%。なお、欠席・遅刻・早退はその
回数に応じて減点をおこなう。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）
1 (1)イラストレーションって何？広告に

おけるイラストレーションの役割と魅
力について。(2)課題1:画材演習。

ものの正確な形と立体感の表現・応
用演習。絵の具を使った果物の表
現。

一定のスピードで形をとり、必要な場
所に影をつけるスキルを習得する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】イラストレーションとは？の講義
後、課題1制作。【持参物】筆記用具、アクリル絵の
具、水彩絵の具一式、色鉛筆、クロッキー帳、ス
ケッチブック、ケントブロック

イラストレー
ションとは

2 (1)形と着色の修正ポイント、加筆部
分の確認(2)課題1:画材演習。

3種類の画材の特色を生かした着彩
方法でイラストレーションを制作す
る。

アクリル絵の具で「立体感、質感」を
表現出来る。

実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】広告とは？線で表現するイラスト
レーションについて講義後、課題2制作。【持参物】
筆記用具、アクリル絵の具、水彩絵の具一式、色
鉛筆、一式、クロッキー帳、スケッチブック、ケント
ブロック

広告とは、著
作権とは

3 課題1:3種類の画材でイラストレー
ション制作。

〃 〃 主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

細部の仕上げ、作品の閲覧と振り返りコメント。次
回の資料説明。

課題1提出

4 (1)線画の線の種類と太さについて
(2)課題2:線画でイラストレーション制
作。

線で表現するイラストレーションの種
類と用途を知る。

資料をもとにオリジナルの表現として
の線画イラストを仕上げる。

実行力、課題発見力、創造力、傾聴
力、柔軟性

【授業運営方法】線画を用いた広告の紹介、2年次
で制作した線画の応用。【持参物】筆記用具、ク
ロッキー帳、ケントブロック、各自必要なペン画材

5 課題2:線画でイラストレーション制
作。

形とタッチの修正・決定作業。 一つの作風としての描き方を完成さ
せる。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】ラフチェック、課題2制作 【持参
物】筆記用具、クロッキー帳、ケントブロック、各自
必要なペン画材

6 課題2:線画でイラストレーション制
作。

線のオリジナリティにもこだわりなが
ら、画面全体を整えて完成させる。プ
レゼンテーションと振り返り。

〃 〃 【授業運営方法】細部の仕上げ、作品の閲覧と振
り返りコメント。次回の資料説明。【持参物】筆記用
具、クロッキー帳、ケントブロック、各自必要な画
材、トレーシングペーパー

課題2提出

7 （1）キャラクターとは？広告における
役割と魅力について（2）課題3:キャラ
クターを使用した広告制作

キャラクターを1体制作し、〝地元〟
紹介の広告を制作する。

キャラクター制作の目的を理解し、地
域の特徴を生かしたキャラクターをデ
ザインする。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、情況
把握力、柔軟性

【授業運営方法】広告におけるキャラクターの役
割、参考広告閲覧後、ラフ案制作。 【持参物】筆
記用具各自必要な画材、ケントブロック、スケッチ
ブック

印刷物とweb
広告
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8 課題3:キャラクターを使用した広告制
作

リサーチから地元の特徴をピックアッ
プし、キャラクターデザインする。

マスコットキャラクターの役割を理解
する。立体としてもイラストとしても成
立するキャラクターをデザインする。

〃 【授業運営方法】ラフチェック、課題3制作 【持参
物】筆記用具、クロッキー帳、ケントブロック、各自
必要な画材

9 課題3:キャラクターを使用した広告制
作

背景と文字の色み・バランスにもこだ
わりながら、広告を完成させる。プレ
ゼンテーションと振り返り。

〝地元〟を紹介するキャラクターの
設定、コンセプトシートの制作を通し
て、キャラクター単体ではなく広告の
一部としての素材をデザインする。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、情況
把握力、柔軟性

【授業運営方法】設定やコンセプトを確認し、実制
作。【持参物】筆記用具、トレーシングペーパー、
カッター、カッターマット

10 課題3:キャラクターを使用した広告制
作

プレゼンテーションと振り返り。 キャッチコピーと組み合わせてインパ
クトのある広告を制作する。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、規律
性、情況把握力

【授業運営方法】細部の仕上げ、作品の閲覧と振
り返りコメント。次回の資料説明【持参物】写真素
材、筆記用具、アクリル絵の具一式、定規、ケント
ブロック

課題3提出

11 課題4:イベントをテーマにした広告を
制作する。

4種の中から選択したイベント毎にブ
レインストーミング。より幅広い視野で
のアイデア出し。

グループでの様々なアイデア出しの
中から、柔軟にアドバイスを取り入
れ、文章でまとめる。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、情況
把握力、柔軟性

【授業運営方法】イベント広告とは？のレクチャー
後、4種類のイベントの中から選択し、必要なイメー
ジやアイデアの収集作業。【持参物】筆記用具、ス
ケッチブック、各自必要な画材

12 課題4:イベントをテーマにした広告を
制作する。

ラフ案作業から下絵、実制作。 今まで習得した画材と技法の中から
広告で映える最適な画法を選ぶ。

〃 【授業運営方法】ラフ案作業。【持参物】筆記用
具、スケッチブック、各自必要な画材

13 課題4:イベントをテーマにした広告を
制作する。

〃 〃 〃 【授業運営方法】イラストレーション実制作。【持参
物】筆記用具、スケッチブック、各自必要な画材

14 課題4:イベントをテーマにした広告を
制作する。

〃 〃 〃 【授業運営方法】イラストレーション細部の仕上げ、
広告制作。【持参物】筆記用具、スケッチブック、各
自必要な画材

15 課題4:イベントをテーマにした広告を
制作する。

イベント広告（A3サイズ）を完成させ
る。プレゼンテーションと振り返り。

オリジナルイラストレーションを用いた
広告を完成させる。

主体性、実行力、課題発見力、計画
力、創造力、発信力、傾聴力、情況
把握力、柔軟性

【授業運営方法】画像の微調整、文字とイラストの
配置・完成。作品の閲覧と振り返りコメント。【持参
物】筆記用具

課題4提出
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
企業は４月以降、採用活動から実際
に内定を出す期間に移り、学生が自
己の就職先を決定する１年となる、本
科目では、個々の学生の就職活動
状況の把握する。個別の希望業界の
求人票斡旋、キャリアセンター情報の
伝達、自己分析、履歴書添削、面接
対策を実施。

キャリアガイドブック、参考資料 《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。 建築・インテリア業界
での勤務経験のある教員が担当。デ
ザイン業界の企業や職種を把握し、
実際の就職活動前に自分の進路を
決定する。自己分析を進め、各種応
募方法を学び対策する。

【専門知識スキル】：卒業後の希望進
路について深く考え、就職活動す
る。内定を獲得することができる。
【社会人基礎力】：主体性、働きかけ
力、実行力。（詳細は、各講の「当授
業でのターゲット社会人基礎力」部
分参照）。就職活動を通して、自己に
不足している力を見つけ、対応できる
力を養う。

【受講ルール等】：１、学生状況に応じて、資料配
布は参考資料等をコピーして配布　２、課題提出
は担任が改修、翌授業で必要があれば学生へ返
却　【評価の観点】：１、必要出席率（８０％）を満た
していること　２、授業参加態度が良好であること
３、課題の提出結果が基準点に達しており、認（認
定）であること　【その他】：3～4人のグループワー
クも適宜取り入れ実施　【評価項目（評価の方
法）】：平常点（授業受講姿勢など）、課題評価、出
席率。ただし出席率８０％に満たない場合、および
必要課題が提出できない場合は単位不認定とす
る。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 就職活動状況の自己棚卸
企業研究、採用のポイント／春休み
活動把握

春休みの就職活動の棚卸
企業サイトの見るべきポイント、何を
調べるか、どこを見るかを知る

就職に向けた自己棚卸を行う、春休
み中の活動のまとめを行う、エント
リー社数を報告する。企業SNSやHP
から情報を読み解き、採用試験に活
用する

傾聴力、主体性、計画力 【授業運営方法】：講義　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具

2 活動状況把握、エントリーシート、履
歴書作成／志望動機以外の項目の
見直し／春休み活動把握

面談実施、冬季インターンシップ体
験を踏まえた就職先の選択、エント
リー

エントリーシートや履歴書など応募書
類を完成させる。

傾聴力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

3 活動状況把握、エントリーシート、履
歴書作成／志望動機以外の項目の
見直し／春休み活動把握

面談実施、冬季インターンシップ体
験を踏まえた就職先の選択、エント
リー

エントリーシートや履歴書など応募書
類を完成させる。

傾聴力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

4 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

書類選考に通る為の企業ごとの特性
を踏まえたポートフォリオを作成する

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料、ポートフォリオ

5 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

6 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

7 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

8 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

9 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

10 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料
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11 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

12 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

13 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

14 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料

15 活動状況把握／未内定者は5名程
度にグルーピングしてキャリアセン
ターで就職活動を行う／未内定者担
任面談
内定者は課題を制作

個別面談実施、未活動者はキャリセ
ンターツアー、エントリー企業検索
（情報センターで実施）

学習目標の進捗確認と活動状況把
握

傾聴力、主体性、計画力、実行力 【授業運営方法】：試験　【持参物】：キャリアガイド
ブック、筆記用具、PC、参考資料
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1 評価率1
企業は４月以降、採用活動から実際
に内定を出す期間に移り、学生が自
己の就職先を決定する１年となる
本科目では、個々の学生の就職活動
状況の把握する。個別の希望業界の
求人票斡旋、キャリアセンター情報の
伝達、自己分析、履歴書添削、面接
対策を実施。

キャリアガイドブック
参考資料

《実務経験のある教員による授業科目》デザイン業
界実務経験がある教員が担当する。デザイン業界
の企業や職種を把握し、実際の就職活動前に自分
の進路を決定する。自己分析を進め、各種応募方
法を学び対策する。

【専門知識スキル】：卒業後の希望進
路について深く考え、就職活動する。
内定を獲得することができる。　【社会
人基礎力】：主体性、働きかけ力、実
行力。（詳細は、各講の「当授業での
ターゲット社会人基礎力」部分参
照）。就職活動を通して、自己に不足
している力を見つけ、対応できる力を
養う。

【受講ルール等】：１、学生状況に応じて、資料配
布は参考資料等をコピーして配布　２、課題提出は
担任が改修、翌授業で必要があれば学生へ返却
【評価の観点】：１、必要出席率（８０％）を満たして
いること　２、授業参加態度が良好であること　３、
課題の提出結果が基準点に達しており、認（認定）
であること　【その他】：3～4人のグループワークも
適宜取り入れ実施　【評価項目（評価の方法）】：平
常点（授業受講姿勢など）、課題評価、出席率。た
だし出席率８０％に満たない場合、および必要課
題が提出できない場合は単位不認定とする。

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

2 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

3 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

4 [PROGテスト実施]就職内定者・・・内
定した会社に入社してから必要な力
を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

[PROGテスト実施]一般常識、ビジネ
スマナー、一般教養小テスト、企業エ
ントリー、ポートフォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

[PROGテスト実施]内定者は個人スキル到達目標を
設定し、学習する。入社してからの社会人基礎力の
充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

5 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談
CG2名キャリアセンターで活動

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

6 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC
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7 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

8 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

9 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

10 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

11 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

12 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

13 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

14 就職内定者・・・内定した会社に入社
してから必要な力を身につける
未内定者・・・企業研究、履歴書、個
別活動状況把握面談

一般常識、ビジネスマナー、一般教
養小テスト、企業エントリー、ポート
フォリオ作品チェック
履歴書やエントリーシートの作成、社
会人としての心構え指導
※個人面談は随時

内定者は個人スキル到達目標を設定し、学習する。
入社してからの社会人基礎力の充実
未内定者は企業にエントリーし、応募書類の作成
後、講師、キャリアセンターから添削を受ける。面接
練習の為にクラスメイトやキャリアセンター担当と模
擬面接を実施する

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC

15 授業を振り返って 就職活動を振り返って自分が得たこ
とと今後の展望をディスカッション。

自分自身が苦労したことを今後の社会人活動に活
かす。

主体性、実行力、規律性、計画力、ｽ
ﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

【授業運営方法】講義、ディスカッションと実習【持
参物】：筆記用具、PC
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考
評価項目1 評価率1

［ビジュアル］個人の想像意欲・発想
を基に、各種の問題提案や実験的な
作品にも取り組み、完成度の高い作
品づくりを目的とする。新しい発想と
制作物で学生らしさを残しつつもプロ
と変わらぬハイレベルの作品を発表
し、目に留めて貰える様な作品を生
み出すことを最終目的とする。［総合
デザイン］デザイン業界におけるビ
ジュアルデザインの役割の理解と、こ
れまで学んだデザインの知識、スキル
を生かした、生き生きとした作品を社
会に向けて生み出すことを最終目的
とする。

［ビジュアル］配布：参考資料となるデ
ザイン及び資料に関しては、必要に
応じプリント又はPDFにて配布。［総
合デザイン］筆記用具、Mac、スケッ
チブック、ほか各自必要な資料。

《実務経験のある教員による授業科目》デ
ザイン業界での勤務経験のある教員が担
当。［ビジュアル］「問い」をテーマとして卒
業制作を進めていきます。 企画内容は、
テーマに沿ってヴィジュアルコミュニケー
ションデザインで伝える。個々の企画に基
づき、今までにない新しい「問い」を表現し
て欲しい。作品内容は、「問い」をヴィジュ
アル化した作品、大型パネルとヴィジュア
ルブック他。展示計画は、限られたスペー
スにに合わせてビジュアル制作物を作成。
壁にはイメージポスター制作、その他ヴィ
ジュアルブックなどの制作を行います。
［総合デザイン］3年間の集大成として、ビ
ジュアルデザインを使用したオリジナルの
アイデア、社会への新しい提案をテーマと
した完成度の高い作品を制作する。

［ビジュアル］【到達目標】ビジュアルコミュニケー
ションデザインの習得：課題を発見し解決するた
めの企画書のまとめ方からデザインプランまでを
習得する。また、総合的なデザイン表現を目標と
します。【専門知識スキル】できるデザイン。考え
るデザイン。美しいデザインを習得。→デザイン
社会で役にたつ。【社会人基礎力】：１．考え抜く
力（・課題発見力　・計画力　・想像力）　　２．前
に踏み出す力（・主体性　・働きかけ力　・実行
力）　３．チームで働く力（・発信力　・傾聴力　・
柔軟性　・状況判断力　・規律性　・ストレスコント
ロール力）［総合デザイン］【専門知識スキル】：
各自のメッセージと自分の企画に合った見せ方
の選択。デザイン部分での最適な完成度。【社
会人基礎力】クライアントとの対応に必要な主体
性、傾聴力を基礎としながら、課題進行の中で
創造力、発進力、実行力、計画力を育て、他者
の作品と自分の作品の振り返りの中から、スキル
アップのための課題発見力を意識させる。

［ビジュアル］【受講ルール等】：指定された日時に指定さ
れた場所へ必ず提出とし、後日提出は受け取らない。（指
定された日に提出が不可能な場合は、理由を講師に報告
の上、提出日以前に提出。）企画書及び作品は必要に応
じその枚数（部数）を出力（CD-ROM含む)して提出。　【評
価の観点】：'出席状況、授業態度、提出された作品によっ
て総合的に判断する。但し、出席率が８０％に満たない場
合、課題提出がされていない場合は単位を認めない。
【評価項目（評価の方法）】：企画、アイディア－20%、　クリ
エイティブ－40%、　授業に対する姿勢－２0%、個－10%、
その他－10%。　なお、欠席・遅刻・早退はその回数に応じ
て減点をおこなう。［総合デザイン］【受講ルール等】：資料
配布は必ず各自保管する。　課題の提出は期日提出を必
須とし、やむを得ない理由によって提出不可能な場合は、
事前に提出することを心がける。　【評価の観点】：成果のク
オリティはモチロンであるが、コンセプトにあたる制作意
図、そのコンセプトを踏まえたロゴ制作のプロセス、それら
を伝えるプレゼンテーションも同等の評価対象とする。【評
価項目（評価の方法）】：成果物のクオリティ－30%、コンセ
プト設定－30%、制作プロセス－20%、プレゼンテーション
－20%。なお、欠席・遅刻・早退はその回数に応じて減点を
おこなう。

以下備考欄【評価項目（評価の方
法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等 授業外学習・宿題・提出課題 等
重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）

1 ［総合デザイン］テーマ「線」を元にデ
ザイン制作してゆく。

［総合デザイン］各自設定したテー
マ、企画の再ヒアリング。コンセプトと
ラフ案の確認。（単位認定日に提出し
たもののブラッシュアップ）

［総合デザイン］途中で迷いの無いコンセ
プトを構築する。今までやったことのあるこ
との中で展開させる。

［総合デザイン］主体性、実行力、課題発見力、
計画力、創造力、傾聴力、規律性、情況把握力

［総合デザイン］【授業運営方法】ビジュアルデザインの在
り方の講義後、各自テーマの確認。研究課題であるという
意識付けを行う。【持参物】筆記用具、各自必要な資料。

［総合デザイン］ラフ案提出

2 ［総合デザイン］全体ミーティングと
個々のミーティング／制作内容を決
定。

［総合デザイン］アドバイスに基づき制
作開始。

［総合デザイン］各自のテーマに沿った制
作方法の選択。

［総合デザイン］考え抜く力（・課題発見力　・計
画力　・想像力）

［総合デザイン］授業内に、必ず1対1の５分ミーティングを
行い、制作プロセスに間違いが無いか、方向性も確認す
る。

3 ［総合デザイン］個人デザイン制作 ［総合デザイン］大テーマ「線」に対し
て企画書（仮）作成。

［総合デザイン］方向性の確認、今後の進
行と工程の確認。

［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］授業内に、必ず1対1の５分ミーティングを
行い、制作プロセスに間違いが無いか、方向性も確認す
る。

4 ［総合デザイン］企画書（仮）提出。 ［総合デザイン］ラフ数点とコンセプト
を確認、完成イメージの提出。

［総合デザイン］分かりやすく、魅力ある企
画書に向けた完成イメージを構築する。

［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］【授業運営方法】各自企画書と制作物の
方向性確認。【持参物】筆記用具、各自必要な画材

［総合デザイン］企画書提出

5 ［総合デザイン］完成イメージ作成。 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］〃

6 ［総合デザイン］中間プレゼン1st。 ［総合デザイン］制作物全てのラフス
ケッチ、立体物の場合もスケッチやイ
メージ写真など用意。

［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］主体性、実行力、課題発見力、
計画力、創造力、発信力、傾聴力、規律性、情
況把握力

［総合デザイン］【授業運営方法】プレゼン後、お互いにコ
メントとアドバイス。【持参物】筆記用具、各自必要な画材

［総合デザイン］ラフ画、立体物スケッ
チ及びミニチュア。

7 ［総合デザイン］デザイン制作と企画
書の修正。

［総合デザイン］中間プレゼンの振り
返り。ブラッシュアップと、各自完成に
向けた具体的なスケジュールの確
認。

［総合デザイン］各部分の進行状況把握と
スケジュールの見直しをする。

［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］【授業運営方法】各自デザインの調整と進
行状況の確認。【持参物】筆記用具、各自必要な画材

8 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］ ［総合デザイン］ ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］
9 ［総合デザイン］デザイン部分の8割

完成。
［総合デザイン］方向性とシリーズとし
てのまとまりの確認。

［総合デザイン］ ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］【授業運営方法】プレゼン後、お互いにコ
メントとアドバイス。【持参物】筆記用具、各自必要な画材

［総合デザイン］制作物80％の仕上が
り（縮小カンプ･PDFにて提出）PDF
データ（プロジェクターの使用）

10 ［総合デザイン］中間プレゼン2nd。 ［総合デザイン］進行と今後必要作業
の確認。

［総合デザイン］進行状況把握とスケ
ジュールの見直しをする。

［総合デザイン］考え抜く力（・課題発見力　・計
画力　・想像力）

［総合デザイン］授業内に、必ず1対1の５分ミーティングを
行い、制作プロセスに間違いが無いか、方向性も確認す
る。

［総合デザイン］企画書提出
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11 ［総合デザイン］デザイン完成。 ［総合デザイン］中間プレゼンの振り
返り。ブラッシュアップと、各自最終に
向けた具体的なスケジュールの確
認。

［総合デザイン］展示イメージまで見据えた
必要工程を確認する。

［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］〃

12 ［総合デザイン］デザイン制作　デザ
インの最終確認および修正入稿確認
業者へのデータ準備　基本的なデー
タの確認と入稿処理

［総合デザイン］外注依頼。企画書の
確認。

［総合デザイン］・クリエイティブ（企画）　・
表現力　・入稿の基本

［総合デザイン］・応用力　・計画力 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］●A3出力提出チェッ
ク

13 ［総合デザイン］プレゼンテーション用
スライドデータ確認、完成。

［総合デザイン］外注以外の制作 ［総合デザイン］・クリエイティブ（企画）　・
表現力　・入稿の基本

［総合デザイン］考え抜く力（・課題発見力　・計
画力　・想像力）

［総合デザイン］【授業運営方法】各自イラストレーションや
デザインの調整と進行状況の確認。【持参物】筆記用具、
企画書、作品

14 ［総合デザイン］制作。最終プレゼン
テーション準備。

［総合デザイン］各自展示に向けた具
体的なスケジュールの確認。

［総合デザイン］作品と企画書の完成。 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］〃 ［総合デザイン］制作物と企画書提出

15 ［総合デザイン］最終プレゼンテー
ション。修正作業、最終確認。展示用
準備。

〃 ［総合デザイン］企画およびコンセプトを
きっちり伝えるためのプレゼンテーションを
行うことが目的。　・表現力　・発信力

［総合デザイン］発信力 〃 ［総合デザイン］PDFデータ（プロジェ
クターの使用）　実寸作品出力。デー
タ提出。
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考
評価項目1 評価率1

個人の想像意欲・発想を基に、各種
の問題提案や実験的な作品にも取り
組み、完成度の高い作品づくりを目
的とする。新しい発想と制作物で学
生らしさを残しつつもプロと変わらぬ
ハイレベルの作品を発表し、目に留
めて貰える様な作品を生み出すこと
を最終目的とする。

配布：参考資料となるデザイン及び資
料に関しては、必要に応じプリント又
はPDFにて配布。

《実務経験のある教員による授業科目》デ
ザイン業界での勤務経験のある教員が担
当。「広げるのではなく、絞るという視点」を
テーマとして卒業制作を進めていきます。
個人のテーマに対して身の丈に合わない
大事なことより、目的を絞りみずからの「で
きることの」を行います。 作品内容は、ヴィ
ジュアル化した作品、大型パネルとヴィ
ジュアルブック他。展示計画は、限られた
スペースにに合わせてビジュアル制作物を
作成。壁にはイメージポスター制作、その
他ヴィジュアルブックなどの制作を行いま
す。

【到達目標】ビジュアルコミュニケーションデザイ
ンの習得：課題を発見し解決するための企画書
のまとめ方からデザインプランまでを習得する。
【専門知識スキル】できるデザイン。考えるデザイ
ン。美しいデザインを習得。→デザイン社会で役
にたつ。【社会人基礎力】：１．考え抜く力（・課題
発見力　・計画力　・想像力）　　２．前に踏み出
す力（・主体性　・働きかけ力　・実行力）　３．
チームで働く力（・発信力　・傾聴力　・柔軟性　・
状況判断力　・規律性　・ストレスコントロール力）

【受講ルール等】：指定された日時に指定された場所へ必
ず提出とし、後日提出は受け取らない。（指定された日に
提出が不可能な場合は、理由を講師に報告の上、提出日
以前に提出。）企画書及び作品は必要に応じその枚数（部
数）を出力（CD-ROM含む)して提出。　【評価の観点】：'出
席状況、授業態度、提出された作品によって総合的に判
断する。但し、出席率が８０％に満たない場合、課題提出
がされていない場合は単位を認めない。　【評価項目（評
価の方法）】：企画、アイディア－20%、　クリエイティブ－
40%、　授業に対する姿勢－２0%、個－10%、その他－10%。
なお、欠席・遅刻・早退はその回数に応じて減点をおこな
う。

以下備考欄【評価項目（評価の方
法）】参照

100

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等 授業外学習・宿題・提出課題 等
重要用語・
ｷｰﾜｰﾄﾞ（任

意）

1 「広げるのではなく、絞るという視点」
について
企画のオリエンテーション：前期最終
日に発表した内容に添った企画およ
び個人の課題をブレストする。

ゼミテーマを理解し、個人制作とゼミ
制作の共有を理解すること。個々の
テーマの決定。（夏休み中の宿題）

］完成度＿ハイクオリティへの追求 ・課題発見力、計画力、主体性、実行力、創造
力、傾聴力、規律性、情況把握力

【授業運営方法】：１．決められた表現方法ではなく、自由
な発想でオリジナリティーを求める。２．個々の表現は自由
とするが、卒業制作とは今までの課題とは違って、研究課
題であるという意識付けを行う。ビジュアルデザイン専用の
ノートとクリアファイル（A4サイズ）筆記用具＜学校準備物
＞プリントプロジェクターコンピュータ使用【持参物】筆記用
具、各自必要な画材

PDFデータ（プロジェクターの使用）

2 全体ミーティングと個々のミーティング
／制作内容を決める

企画をまとめる。アドバイスに基づき
制作開始。

アイデアと企画力。各自のテーマに沿った
画材、制作方法を選択する。

考え抜く力（・課題発見力　・計画力　・想像力） 授業内に、必ず1対1の５分ミーティングを行い、制作プロ
セスに間違いが無いか、方向性も確認する。

3 個人デザイン制作 デザイン制作 テーマの理解とデザインレベル。方向性の
確認、今後の進行と工程の確認をする。

〃 〃

4 企画書（仮）作成。 原画ラフ数点とコンセプトを確認、完
成イメージの提出。

分かりやすく、魅力ある企画書に向けた完
成イメージを構築する。

〃 【授業運営方法】各自企画書と制作物の方向性確認。【持
参物】筆記用具、各自必要な画材

［総合デザイン］企画書提出

5 完成イメージ作成。 〃 〃 〃 〃

6 中間チェック1st。 制作物全てのラフスケッチ、立体物の
場合もスケッチやイメージ写真など用
意。

〃 主体性、実行力、課題発見力、計画力、創造
力、発信力、傾聴力、規律性、情況把握力

【授業運営方法】プレゼン後、お互いにコメントとアドバイ
ス。【持参物】筆記用具、各自必要な画材

ラフ画、立体物スケッチ及びミニチュ
ア。

7 原画・現物制作と企画書の修正。 中間チェックの振り返り。ブラッシュ
アップと、各自完成に向けた具体的
なスケジュールの確認。

各部分の進行状況把握とスケジュールの
見直しをする。

〃 【授業運営方法】各自デザインの調整と進行状況の確認。
【持参物】筆記用具、各自必要な画材

8 〃 〃 〃 〃 〃
9 〃 〃 〃 〃 〃
10 中間チェックン2nd。 中間チェックの振り返り。ブラッシュ

アップと、各自完成に向けた具体的
なスケジュールの確認。

進行状況把握とスケジュールの見直しを
する。

考え抜く力（・課題発見力　・計画力　・想像力） 授業内に、必ず1対1の５分ミーティングを行い、制作プロ
セスに間違いが無いか、方向性も確認する。
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11 原画・現物制作と企画書の修正。 中間チェックの振り返り。ブラッシュ
アップと、各自最終に向けた具体的
なスケジュールの確認。

展示イメージまで見据えた必要工程を確
認する。

〃 〃

12 デザイン制作　デザインの最終確認
および修正入稿確認業者へのデータ
準備　基本的なデータの確認と入稿
処理

外注依頼 ・クリエイティブ（企画）　・表現力　・入稿の
基本

・応用力　・計画力［総合デザイン］〃 〃 ●A3出力提出チェック 確認

13 制作 外注以外の制作 ・クリエイティブ（企画）　・表現力　・入稿の
基本

考え抜く力（・課題発見力　・計画力　・想像力） 各自イラストレーションやデザインの調整と進行状況の確
認。【持参物】筆記用具、企画書、作品

14 制作。最終プレゼンテーション準備。 各自展示に向けた具体的なスケ
ジュールの確認。

作品と企画書の完成。 〃 〃

15 最終プレゼンテーション。［ 〃 企画およびコンセプトをきっちり伝えるため
のプレゼンテーションを行うことが目的。　・
表現力　・発信力

発信力 〃 ［ビジュアル］PDFデータ（プロジェク
ターの使用）　実寸作品出力

［ビジュアル］
達成感
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科目のねらい 教科書・教材 授業概要 到達目標 備考 評価項目1.. 評価率1..
総合デザイン学科で身につけた幅広
い視点を生かし各コースが協力して
産学連携にて課題に取り組む。実社
会に出る前にビジネスとマナーを実
践し地域貢献と共に福祉について考
察する。

各講師に準ずる 《実務経験のある教員による授業科
目》デザイン業界での勤務経験のあ
る教員が担当。JAあいち豊田様の各
事業に対して、デザイン アイディア
提案を行う。コースが協力して成果物
を作成する。

【専門知識スキル】：スケジュール管
理能力。/質の高い作品、完成度の
高い作品を判別する眼。/チームによ
る連帯を生かす能力　【社会人基礎
力】：　・計画力  ・主体性　・実行力
・傾聴力　・柔軟性　・状況判断力　・
規律性　・ストレスコントロール力

【受講ルール等】：専門分野（ビジュアル、ＣＧ、イン
テリア）講師が学生からのリクエストに対し専門性の
高いアドバイスを実施/講師個別で判断しにくい状
況が生じた場合は申し送りを常に行い、情報共有
する【採点基準】・時間的な蓄積を感じること・出席
率・〆切が厳守された課題の提出

以下備考欄【評
価項目（評価の
方法）】参照

1

実
施
回

テーマ 内容（詳細） 習得目標 ﾀｰｹﾞｯﾄ社会人基礎力 授業運営方法・持参物 等
授業外学習・宿
題・提出課題 等

重要用語・ｷｰ
ﾜｰﾄﾞ（任意）

1 《9月18日(水)》1.クライアントレク
チャー＆現地視察。2.科目の狙い講
義計画等の説明。3.【第一課題】テー
マ作成

提案の対象エリアを定め、どのような
魅力を付加するかを考察しテーマを
作成する。

グループの力を生かしたテーマを作
成できる。他業種で構成されたプロ
ジェクトの運営・管理・情報伝達の理
解。

・計画力・主体性・実行力・傾聴力・
状況判断力・ストレスコントロール力

【授業運営方法】導入レクチャーの後、各自制作
予定の内容をまとめる　【持参物】メモ帳、カメラ(携
帯可)、メジャー、学生証他、現地視察に必要なも
の

JAあいち豊田様
来校

2 《9月20日(金)》【第一課題】テーマ作
成

グループ毎に課題に取り組む。テー
マ＆コンセプトシート制作

テーマシートを制作できる。（タイト
ル、成果物）

〃 【授業運営方法】週に二回全コース合同で情報共
有を行い、密度を上げる。　【持参物】メモ帳、PC

3 《9月27日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

4 《9月30日(月)》エリア及びテーマ決定 現地での情報を元にプランニングを
修正する　・スケジュール制作・役割
分担表制作

1.プランニングシートを作成できる。
テーマを元に　ターゲット、コンセプ
ト、成果物、提供する価値等を立案
する。　2.スケジュール表（役割等）

〃 〃

5 《10月4日(金)》【第二課題】中間プレ
ゼンテーションプランニング作成

テーマに基づきプランニングシートを
作成。

〃 〃 〃

6 《10月7日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

7 《10月11日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

8 《10月18日(金)》中間プレゼンテー
ション

プランニング内容を発表し、作品の
内容についてプレゼンしJAあいち豊
田様の意見を聞く

聞き手の立場に立った最適なプレゼ
ンテーションが構成でき、企業様から
のアドバイスをプランに繁栄させ修正
できる。

・主体性・発信力・傾聴力・状況判断
力・ストレスコントロール力

【授業運営方法】アクティブラーニング【持参物】メ
モ帳、PC、プレゼンツール

JAあいち豊田様
来校、中間プレ
ゼンテーション
企画書

9 《10月21日(月)》中間プレゼンテー
ション後の修正

JAあいち豊田様の意見から変更点を
チームで共有する

企業様のアドバイスをグループ毎に
共有し、取り入れる

・計画力・主体性・実行力・傾聴力・
状況判断力・ストレスコントロール力

【授業運営方法】週に二回全コース合同で情報共
有を行い、密度を上げる。【持参物】メモ帳、PC

10 《10月25日(金)》【第三課題】制作 プランニングに従い制作物の作成を
行う。

スケジュール作成が出来る。成果物
を担当と工程ごとに時系列で管理・
共有する。

〃 〃

11 《10月28日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

1 / 3 ページ



25年度_後期_TSD_総合デザイン_3年_プロジェクト型_伊藤・馬場・田淵.xlsx

12 《11月1日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

13 《11月4日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

14 《11月8日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

15 《11月11日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

16 《11月18日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

17 《11月25日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

18 《11月29日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

19 《12月2日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

20 《12月6日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

21 《12月9日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

22 《12月13日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

23 《12月16日(月)》最終プレゼンテー
ションの練習

各グループ毎にプレゼン練習を行い
最終確認をする。

〃 〃 〃 最終プレゼン
テーション企画
書（PDFデータ）

24 《12月20日(金)》最終プレゼンテー
ション

各グループ毎にプレゼンを行い総合
力をアピールする。

聞き手の立場に立った最適なプレゼ
ンテーションができる。プレゼン内奥
を構成しクライアントに魅力を伝え
る。

・主体性・発信力・傾聴力・状況判断
力・ストレスコントロール力

【授業運営方法】アクティブラーニング【持参物】メ
モ帳、PC、プレゼンツール

JAあいち豊田様
来校、最終プレ
ゼンテーション
企画書

25 《1月6日(月)》【第四課題】展示物制
作

1.修正作業2.卒業制作の展示物作
成（B２パネル×2、企画書×1、サン
プル（movie）×1式）

第三者に伝わる制作物の作成ができ
る。　展示条件の中でグループの特
色を生かした展示。

・計画力・主体性・実行力・傾聴力・
状況判断力・ストレスコントロール力

【授業運営方法】アクティブラーニング【持参物】メ
モ帳、PC
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26 《1月10日(金)》〃 〃 〃 〃 〃

27 《1月17日(金)》〃 パネル原寸大モノクロプリントの
チェック

〃 〃 〃

28 《1月20日(月)》〃 〃 〃 〃 〃

29 《1月24日(金)》展示物最終入稿 1.パネル原寸大モノクロプリントの最
終チェック→入稿。2.展示サンプル
制作等。

〃 〃 〃 パネルデータ

30 《1月27日(月)》優秀賞発表及び振り
返り

JAあいち豊田様にお越し頂き、優秀
賞の発表を行う。振り返りシートの作
成。本課題に対しての良かった点、
改善したほうが良い点を共有する。

振り返りシートの作成ができる。　プロ
ジェクトを振り返りPDCAサイクルを理
解する。

〃 〃 JAあいち豊田様
来校
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